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２０２３年１１月２７日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

非常用ディーゼル発電機過給機の点検結果について 

 

柏崎刈羽原子力発電所１号機で発生した非常用ディーゼル発電機（以下、Ｄ／Ｇという。）過

給機軸固着事象に関連し、福島第一原子力発電所共通Ｄ／Ｇ（Ａ）※1の過給機点検を実施したこ

とから、その点検結果について報告する。 

 

※1:福島第一原子力発電所については、福島第一原子力発電所事故の後、１～4号機で 

Ｄ／Ｇ２台を共用化している。 

（共通Ｄ／Ｇ（Ａ）：旧 4号機Ｄ／Ｇ（Ｂ）、共通Ｄ／Ｇ（Ｂ）：旧 2号機Ｄ／Ｇ（Ｂ）） 

 

１．点検内容 

福島第一原子力発電所共通Ｄ／Ｇ（Ａ）の過給機はタービンブレードの取り外し・再取付け実

績がない過給機である。それぞれロータ軸中心から各タービンブレードワイヤ孔位置までの寸法

を計測し、隣り合うブレードとの孔位置の差を計測する。計測結果について、第一判定として、

計測した結果が設計上の最大位置ずれ寸法（０．３２ｍｍ）以内であることを確認する。第一判

定を超えていた場合は、第二判定としてメーカー推奨値 (０．７０ｍｍ) 以内であり、かつ、非

破壊検査にてファツリー部にき裂が認められないことを確認する。 

 

図１ タービンブレードレーシングワイヤ孔位置測定概要図 

 

図２ 継続使用可否判定フロー 
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２．点検結果 

隣り合うブレードとの孔位置の差は最大０．２０ｍｍであり、すべて設計上の最大位置ずれ

寸法（０．３２ｍｍ）以内であったことから、継続使用可能と判断した。 

測定結果の詳細及び、タービンブレード取り外し・再取付け実績がない当社過給機のこれま

での点検結果一覧を以下に示す。 
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１Ｆ共通Ｄ／Ｇ（Ａ） L側過給機測定結果

外側レーシングワイヤ孔 内側レーシングワイヤ孔

第一判定：0.32mm
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１Ｆ共通Ｄ／Ｇ（Ａ） Ｒ側過給機測定結果

外側レーシングワイヤ孔 内側レーシングワイヤ孔

第一判定：0.32mm
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点検結果一覧表 

 

対象号機 
過給機 

設置箇所 

設計上の最大 

位置ずれ寸法 

（第一判定） 

計測結果の 

最大位置ずれ 

寸法 

継続使用可否 備考 

福島第二 

２号機Ｂ 

Ｌ側 0.33mm 0.25mm 継続使用可能 
２０２２年５月報告済 

Ｒ側 0.33mm 0.33mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

２号機Ａ 
Ｒ側 0.32mm 0.18mm 継続使用可能 

２０２２年５月報告済 

※Ｌ側は再取付け実績あ

りのためブレード 

交換済 

柏崎刈羽 

２号機Ｂ 

Ｌ側 0.32mm 0.23mm 継続使用可能 
２０２２年５月報告済 

Ｒ側 0.32mm 0.28mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

２号機Ｈ 

Ｇ側 0.22mm 0.20mm 継続使用可能 
２０２２年９月報告済 

Ｈ側 0.22mm 0.18mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

３号機Ｈ 

Ｇ側 0.22mm 0.20mm 継続使用可能 
２０２３年１月報告済 

Ｈ側 0.22mm 0.17mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

４号機Ａ 

Ｌ側 0.32mm 0.30mm 継続使用可能 
２０２０年８月報告済 

Ｒ側 0.32mm 0.29mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

４号機Ｂ 

Ｌ側 0.32mm 0.31mm 継続使用可能 
２０２２年５月報告済 

Ｒ側 0.32mm 0.30mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

４号機Ｈ 

Ｇ側 0.22mm 0.18mm 継続使用可能 
２０２３年４月報告済 

Ｈ側 0.22mm 0.21mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

５号機Ａ 

Ｌ側 0.32mm 0.18mm 継続使用可能 
２０２２年１１月報告済 

Ｒ側 0.32mm 0.21mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

５号機Ｂ 

Ｌ側 0.32mm 0.21mm 継続使用可能 
２０２０年８月報告済 

Ｒ側 0.32mm 0.26mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

５号機Ｈ 

Ｇ側 0.22mm 0.18mm 継続使用可能 
２０２２年５月報告済 

Ｈ側 0.22mm 0.16mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

６号機Ａ 

Ｇ側 0.22mm 0.15mm 継続使用可能 
２０２２年５月報告済 

Ｈ側 0.22mm 0.14mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

６号機Ｂ 

Ｇ側 0.22mm 0.19mm 継続使用可能 
２０２２年５月報告済 

Ｈ側 0.22mm 0.17mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

６号機Ｃ 

Ｇ側 0.22mm 0.15mm 継続使用可能 
２０２３年４月報告済 

Ｈ側 0.22mm 0.11mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

７号機Ａ 

Ｇ側 0.22mm 0.21mm 継続使用可能 
２０２２年５月報告済 

Ｈ側 0.22mm 0.13mm 継続使用可能 
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対象号機 
過給機 

設置箇所 

設計上の最大 

位置ずれ寸法 

（第一判定） 

計測結果の 

最大位置ずれ 

寸法 

継続使用可否 備考 

柏崎刈羽 

７号機Ｂ 

Ｇ側 0.22mm 0.19mm 継続使用可能 
２０２０年８月報告済 

Ｈ側 0.22mm 0.12mm 継続使用可能 

柏崎刈羽 

７号機Ｃ 

Ｇ側 0.22mm 0.08mm 継続使用可能 
２０２０年８月報告済 

Ｈ側 0.22mm 0.08mm 継続使用可能 

福島第一 

共通Ａ 

Ｌ側 0.32mm 0.18mm 継続使用可能 
今回報告 

Ｒ側 0.32mm 0.20mm 継続使用可能 

福島第一 

共通Ｂ 

Ｌ側 0.32mm 0.20mm 継続使用可能 
２０２３年６月報告済 

Ｒ側 0.32mm 0.23mm 継続使用可能 

福島第一 

５号機Ａ 

Ｇ側 0.31mm 0.24mm 継続使用可能 
２０２２年５月報告済 

Ｈ側 0.31mm 0.22mm 継続使用可能 

福島第一 

５号機Ｂ 
Ｇ側 0.31mm － － 

２０２３年４Ｑ実施予定 

※Ｈ側は再取付け実績あ

りのためブレード 

交換予定 

福島第一 

６号機Ａ 

Ｇ側 0.31mm － － 
２０２４年２Ｑ実施予定 

Ｈ側 0.31mm － － 

福島第一 

６号機Ｂ 

Ｌ側 0.32mm 0.25mm 継続使用可能 
２０２３年１月報告済 

Ｒ側 0.32mm 0.17mm 継続使用可能 

 

以上 

 



2023年11月27日
東京電力ホールディングス株式会社

福島第一　共通D/G(A) ②

福島第一　共通D/G(B) ②

福島第一　５号機Ａ ②

福島第一　５号機Ｂ
H側：①③
G側：②

前回からの変更箇所
H側過給機のみ2018年にブレード取り外し・再取り
付け実績あり。

福島第一　６号機Ａ ② 前回からの変更箇所

福島第一　６号機Ｂ ②

福島第二　１号機Ａ －
2021年4月28日の廃止措置計画認可に伴い維持
対象外となったため実施不要

福島第二　１号機Ｂ －
2021年4月28日の廃止措置計画認可に伴い維持
対象外となったため実施不要

福島第二　１号機Ｈ －
2021年4月28日の廃止措置計画認可に伴い維持
対象外となったため実施不要

福島第二　２号機Ａ －
2021年4月28日の廃止措置計画認可に伴い維持
対象外となったため実施不要

福島第二　２号機Ｂ ② 性能維持設備

福島第二　２号機Ｈ －
2021年4月28日の廃止措置計画認可に伴い維持
対象外となったため実施不要

福島第二　３号機Ａ － 2021年4月28日の廃止措置計画認可に伴い維持
対象外となったため実施不要

福島第二　３号機Ｂ ①　③ 性能維持設備

福島第二　３号機Ｈ － 2021年4月28日の廃止措置計画認可に伴い維持
対象外となったため実施不要

福島第二　４号機Ａ － 2021年4月28日の廃止措置計画認可に伴い維持
対象外となったため実施不要

福島第二　４号機Ｂ ①　③ 自主管理設備

福島第二　４号機Ｈ － 2021年4月28日の廃止措置計画認可に伴い維持
対象外となったため実施不要

柏崎刈羽　１号機Ａ ①　③

柏崎刈羽　１号機Ｂ
（事象発生
号機）

事象発生号機であり、タービンブレード及びロータ
を交換の上復旧済

柏崎刈羽　１号機Ｈ ①　③

柏崎刈羽　２号機Ａ
L側：①　③
R側：②

L側過給機のみブレード取り外し・再取り付け実績
あり

柏崎刈羽　２号機Ｂ ②

柏崎刈羽　２号機Ｈ ②

柏崎刈羽　３号機Ａ ①　③

柏崎刈羽　３号機Ｂ ①　③

柏崎刈羽　３号機Ｈ ②

柏崎刈羽　４号機Ａ ②

柏崎刈羽　４号機Ｂ ②

柏崎刈羽　４号機Ｈ ②

柏崎刈羽　５号機Ａ ②

柏崎刈羽　５号機Ｂ ②

柏崎刈羽　５号機Ｈ ②

柏崎刈羽　６号機Ａ ②

柏崎刈羽　６号機Ｂ ②

柏崎刈羽　６号機Ｃ ②

柏崎刈羽　７号機Ａ ②

柏崎刈羽　７号機Ｂ ②

柏崎刈羽　７号機Ｃ ②

※１　上記工程は現時点での予定であり、今後、他作業との調整、プラント再稼働・廃炉方針などにより変更となる可能性があります。

※２　上記工程には過給機以外の機器点検や付帯作業は含んでおりません。
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東京電力

1Q 2Q 3Q 4Q3Q 4Q4Q 1Q 2Q 1Q 2Q 3Q

各プラントの水平展開実施計画及び実績

事業者 プラント 実施内容

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
備考

2Q 3Q 4Q1Q

ブレード交換計画時期

孔高さ測定計画時期

ブレード交換または

孔高さ測定実施済み

【実施内容】

①

タービンブレードを交換する。

また、ロータファツリー部の点検を行い、

亀裂等の異常が確認された場合には

新しいものに交換する。

②

ワイヤ孔位置測定を行い、孔位置の差が

一定の基準を逸脱しているものはタービン

ブレードを交換する。

③

①②の交換に伴い、取り外すタービン

ブレード及びそのロータの検査を行う、


